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１．研究ステーション名   メガリスク型災害研究ステーション                         

   研究代表者名（所属部局・職・氏名） 

 大学院情報理工学研究科・教授・山本佳世子    

 

２．研究組織(今年度関わった全ての構成員を記してください。) 

 

  ＜学内構成員＞ 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報学専攻 教授 山本佳世子 

電気通信大学 産学官連携センター 特任教授 中嶋信生 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報学専攻 教授 椿美智子 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報学専攻 教授 高玉圭樹 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報学専攻 准教授 水戸和幸 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 教授 久野雅樹 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報学専攻 特任研究員 岩本茂子 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報学専攻 特任研究員  村山優子 

  ＜学外構成員＞ 

元国連地域開発センターセンター長，筑波大学 名誉教授，立命館大学 客員研究員  

梶秀樹 

名古屋産業大学 環境情報ビジネス学部 教授 和泉潤 

一橋大学 大学院商学研究科 教授 根本敏則 

京都大学 大学院工学研究科 教授 松野文俊 

東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 教授 中村桂子 

国立環境研究所 社会環境システム研究センター 主任研究員 一ノ瀬俊明 

宮城大学 事業構想学部 教授 風見正三 

東洋大学 国際地域学部 教授 藤本典嗣 

福島大学 共生システム理工学類 准教授 川崎興太 

岩手大学 人文社会科学部 教授 後藤尚人 

 

３．令和 3年度の研究の特筆すべき成果 

東日本大震災の被災地の大学のうち、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター、

岩手大学地域防災研究センターとの連携活動、関連学協会、日本学術会議、防災学術連携

体との連携活動を引き続き行った。さらに、研究代表者が平成 28年 1月に日本学術会議と

約 60の学協会から構成される防災学術連携体の幹事に就任したため、防災学術連携体主催

講演会や学術フォーラムなどの機会に、本研究ステーションの活動成果について紹介する

機会を得ることができた。平成 27 年度は 4 月中旬に熊本地震、平成 29 年度は 7 月に九州

北部豪雨災害、平成 30年度は 7月に西日本豪雨災害、令和元年は台風被害が発生したため、

この関連の講演会が多く開催され、このような機会にも本研究ステーションの研究成果を



発表することができた。 

以上のように、情報関連の学問分野における防災・減災対策、復旧・復興支援への貢献

を示すことができた。これらの研究成果、活動成果を基盤として、行政機関における政策

形成、日本学術会議における提言作成においても、大きな役割を果たしている。 

さらに、平成 31 年度/令和元年度には、学内・学外構成員の協力のもと、宮城県石巻市田代

島の住民との地域連携活動として田代島ポータルサイトを開発・新設し、復興支援に加えて

観光支援、高齢者見守り支援を開始した。この成果については、研究成果としても国内外の

学協会で発表しており、今後も支援活動と研究開発を継続する予定である。 

以上に加えて、産官学連携活動も積極的に行い、企業、行政機関、他の研究機関との共

同研究も行っている。平成 30年度から、調布市において、近い将来に調布市で開催される

ラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピックの開催に対応するために、

ユニバーサルデザインの観光・防災支援のためのシステム開発と社会実装化を行った。ま

た、令和 3 年度には学内・学外構成員とともに、6th IFIP Conference on Information 

Technology in Disaster Risk Reduction (ITDRR-2021)をハイブリットで開催し、国内だ

けではなく、多くの国々からの参加者を得ることができた。 

 

４．令和 3年度の研究成果の公表実績 

１）日本計画行政学会「東日本大震災の復旧復興支援のための特別委員会」との連携活動 

２）日本計画行政学会「新型コロナウィルスに関する提言作成チーム」との連携活動 

３）日本学術会議・防災学術連携体との連携活動、講演会の主催、講演 

４）宮城県石巻市田代島の住民との地域連携活動としての田代島ポータルサイトの開発・新

設 

５）調布市における観光・防災支援のためのユニバーサルデザインの観光・防災支援のため

のシステム開発と社会実装化 

 

５．外部資金の獲得状況 

１）「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」連携研究プロジェクト「災害コミュニ

ケーションシステムの研究開発」，2017年-2019年，予算額 1,150,000円 

２）「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」連携研究プロジェクト「平常時から災

害時までの利用を想定したナビゲーションシステムの研究」，2017年-2019年，予算額

1,300,000円 

 

６．今後の研究発展 

今後は、関西や東北など被災地の大学との連携活動をさらに発展させ、他地域の類似目的

を持つ組織間での連携活動にも取り組むとともに、これらの連携活動、構成員のこれまでの

研究活動を基盤とした外部資金の獲得、産官学連携活動により、複数の研究領域にまたがる

分野横断的な研究・社会実装活動をさらに積極的に展開する。 

また、第 7回防災推進国民会議（神戸、10月）などでも、本研究ステーションの活動成果、

研究成果について報告する予定である。情報処理学会主催の災害コミュニケーション研究

会・シンポジウム（8月、12月）、この関連の国際学会の Information Technology in Disaster 



Risk Reduction（10月）でも研究発表を行い、参加者らと国際共同研究を企画する。さらに、

行政機関における政策形成、日本学術会議における提言作成にも、研究成果をさらに積極的

に還元することを検討している。 

 

７．発表論文等（各項目ごとに記載してください。） 

・[書籍] 

1. Kayoko YAMAMOTO and Yuko MURAYAMA (2021) Web Portal to Support Remote Island for 

Sightseeing and Disaster Management. Yuko MURAYAMA, Dimiter VELEV and Plamena ZlATEVA 

(eds.) Information Technology in Disaster Risk Reduction. Springer,1-13 

2. Shinya ABE, Ryo SASAKI and Kayoko YAMAMOTO (2021) Sightseeing Support System with 

Augmented Reality and No Language Barriers. Stan GEERTMAN, Chris PETTIT, Robert 

GOODSPPED and Antti KAUPPI (eds.) Lecture Notes in Urban Informatics for Future Cities. 

Springer, 591-611 

 

・「雑誌論文」 

1. Ryo SASAKI and Kayoko YAMAMOTO (2021) Sightseeing Navigation System from Normal Times 

to Disaster Outbreak Times within Urban Tourist Areas in Japan. Applied Sciences, 

Applied Sciences Vol.11, No.10, doi: 4609; https://doi.org/10.3390/app11104609 impact 

factor 2.474 

2. Keigo OHSHIMA and Kayoko YAMAMOTO (2021) Contributing Factors for Delays during the 

Morning Commute Hours and the Impact of the Spread of COVID-19 for Metropolitan Train 

Lines in Japan. Journal of Transportation Technologies, Vol.11, No.4 519-544, impact 

factor 1.56 

3. 211.金井治樹・山本佳世子（2021）気象データと地理情報システムによる洪水災害軽減シス

テムの構築．JSD Conference 2021発表予稿集，11-16 

 

・「学会発表」 

1. 209.山本佳世子（2021）わが国における災害対策としてのデジタルインフラの利活用．日本

地球惑星科学連合2021年大会年会予稿集，（CD-ROM） 

2.白浜裕貴・山本佳世子（2021）平常時からの防災対策としての家庭内備蓄品の準備の必要性．

日本計画行政学会第35回全国大会研究報告要旨集，144 

3.白浜裕貴・山本佳世子（2022）家庭内備蓄品を対象とした防災学習支援システム．情報処理

学会第84回全国大会，4-903-904 

 

・「その他」 

１）調布市内の市民団体や調布市等との連携活動 

・石巻，女川，福島などの被災地支援 

２）「調布から！復興支援プロジェクト」への参加 

３）調布市特別支援学校の災害支援活動 

４）調布市内の被災者（特に子供）の支援活動 



５）調布市との連携活動 

６）三鷹市における災害情報システムの運用継続 

  http://www.si.is.uec.ac.jp/mitaka/login.php 

７）宮城県石巻市田代島における田代島ポータルサイトの運用継続 

  https://tashiro-catsys.herokuapp.com/ 

８）IFIP Conference on Information Technology in Disaster Risk Reduction (ITDRR)での

研究活動 


